








要約:

高層住宅居住者が一般人口のなかに増加してきている。とくに都市においてその傾向が著

明である。このような居住形態が母子保健に及ぼす影響についてはまだ十分な資料が得ら

れていないのが実情である。今回われわれは過去の調査の文献的検討を行い、新しい生活

様式としての高層住宅居住の母子保健調査として目標とすべき内容、対象の選択をいかに

すべきかについて検討し、調査票のモデルを作成した。


